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背戸峨廊周辺の植物相（予報）

鈴　木　昌　友・福　田　　　哲

（1978年10月23日受理）

APreliminary　Note　on　the　Flora　of　Setogaro，

Fukushima　Prefecture

Masatomo　SuzUKI　and　Tetsu　FuKuDA

（Received　October　23，1978　）

は　じ　め　に

背戸峨廊は福島県いわき市小川町に位置し阿武隈山地の東縁にあたる。この地域は多くの滝や渕が

連なり，変化に富んだ渓谷をなしており観光地の一つとなっている。調査地域は背戸峨廊から屹兎屋

山（875．9解）を含む北緯37°11ノ～37°19，東径140°49ノ～141°10ノの範囲で，海抜200糀から800糀に

まで及び，国土地理院発行5万分の1地形図の「川前」に含まれる（Fig・1）。

筆者の一人鈴木は長年に渡り関東地方北部のFloraに関する研究を続け，従来その分布について漠

然と関東地方以西と記録されている種の産地を明らかにしたり，また北限となっている種が少なくな

いことや，主として日本海側に生活の場をもつ種が太平洋側にまで伸び出して分布している状況，そ

の他茨城県北東部の山地には131科，602属，1315種の種子植物が生育していることなど，分類学的な

種の記録のみならず，個々の種の分布に関してもいくつかの知見を得て来た（鈴右，1967；鈴木・安，

1969；安・鈴木，1972；YAsu＆SuzuKI，1973，1974，1975）。背戸峨廊は上記研究地域より北に

位置し，東北地方の南部にあたる。従ってこの地域の植物を調査することによって，太平洋側を北上

する暖帯性植物の確認，日本海側に生活の場をもつ種の分布状況，また本地域におけるFloraの構成

種などを明らかにしたいと考えた。

今回の調査に関して，地元の湯沢陽一氏，薄葉満氏，佐々木則夫氏，さらに安昌美氏に御協力いた

だいた。ここに感謝の意を表する。

地形・地質及び気候

福島県南部は南北に500～1000解の丘陵をなして阿武隈山地が走り，その大部分が新旧の花こう岩

からできている。その間に各種の変成岩が散在する。西から東に近づくにつれて地形は急峻となり，

また断層が複雑に走っている。このような丘陵地形から海岸方向へと夏井川が流れ，背戸峨廊はその

支流江田川流域に形成された全長約2㎞の渓谷で，滝と渕が連なり，また岩が露出して急斜面をなし

ている。

いわき市史（1973）によると背戸峨廊周辺は第四系の洪積層の上位段丘層にあたり砂礫層からなり，

最大の厚さは207π内外といわれている。

背戸峨廊で直接測定した気候に関する資料はない。しかし背戸峨廊に近い川前で測定した二年間
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（1972－73）の資料があるので参考までにTable　1に示した。さらに和達清天監修の「日本の気候」

（1958）によると，最低気温が0℃以下になる日数は，いわき市小名浜で約81日，水戸市で94日，福

島市で105日となり，川前は福島市と殆ど同じとなる。また最高気温が30℃を越える日数は小名浜で

6日，水戸市で34日，福島市で45日となり，これまた川前は福島市に近い。従って背戸峨廊周辺は海

洋の影響は殆どなく，冬は寒い日が多く，夏は暑い日が多いということになる。川前の資料によるク

リモグラフをFig．2に示した。これによると1月と8月を結ぶ線は52°で表日本型気候を示す。

特徴ある種について

シダ植物のうちコケシノブ科の種は湿度のある場所を好むから本地域のような流れのある岩上や樹

上には生育しやすいものと考えられるが，1964年，小林勝氏は本地域でコウヤコケシノブ，ハイホ

ラゴケ，ウチワゴケの3種を記している。筆者らは今回6種を採集することができた。これらのうち

ホソバゴケシノブ（M¢oo4z脚πpo♂yαπ銃03（SwJCopel．），アオホラゴケ（0γ召p掘oフπαπθ3加o雇πo乞

（c．chr．）Cope1．）ハイホラゴケ（7α冠θπ加80ん乙αγα己zoαπ3（Sw）Copel．var・oγ翻撹α♂¢　（C・

chr．）H．　Itoは共に主として関東以西に分布するもので，おそらく福島県南部を北限とするシダで

あろう。またウラボシ科のサジラン（L　oxogrαmm　e　sαzzγαn　Tagawa）も関東地方以西に分布する種で

茨城県では久慈郡西金砂山の岩上に生育しているが，千葉県，栃木県には記録がない。おそらく背戸

峨廊を北限とする種と思われる。本地域では釜が渕から片鞍滝付近のカツラやオニイタヤの樹幹に長

さ35απにもなる大形のサジランが着生しているのが観察された（鈴木1967，1969）。
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太平洋側では海岸に沿ってシラカシ，アラカシ，アカガシ，ウラジロガシが北上するが本地域では

ウラジロガシ（querens　salioinα　Bl．）のみが自生していた。

スハマソウ（An召moneんepαtieαL．　var．ブαρonioα（Nakai）Ohwi　form．oαγ‘8gα如（Makino）

Hara）も本地域の片鞍滝付近のスズタケの中で生育しているのを見たが，葉に毛が多く，先端はや

や鈍頭で花は白色，全体がやや大型で，往々太平洋側に見られるミスミソウ型ではなかった。モミジ

カラマツ（7γα碗〃θ66θγ毎ブαρ・疵・αSieb．　et　Zucc．）の自生がある。本種は温帯から寒帯に分布

するもので，阿武隈山系にも自生していることが今回確認された。本種は鈴木及び安の調査では茨城

県で観察できなかった（1972，1973，1974，1975）。茨城県にまでは分布していない種であろう。

渓谷や湿地が多いのでネコノメソウ属の種も多く見られる。1965年，鈴木は福島県に自生するネコ

ノメソウ属についてふれているがその中でハナネコノメ（侃γy3・3p♂6π謡ηα♂臨規　Maxim．　vaL

●　　　　36α疵π臨η　（Fr．）Hara）イワネコノメソウ（CEo玩脇3　Maxim．）ムカゴネコノメ（0．徽魏翻o一

痂・zz乞Fr・et　Sav・）の3種は本地域を北限とする種であろう。ヤシヤピシヤク（品伽α励zμ鉱η

Maxim．）も樹上で見かける。この付近の他の山地では珍らしが，本地域では液果をつけたものなども

見られる。

マメ科のヤプマメ（珈砺・αγpαθα8吻gω・γ6んあ　Benth　var．ブαp・疵・αOliver）も本地域の沢

沿いや尾根に見られた。おそらく福島県南部を北限とする種と思われる。

スミレ科のエゾノタチツボスミレ（殉・♂αα・膿乞πα6αLedeb．）がある。本州中部以北から北海道，

千島などに分布するものであるが，茨城県にまではおよんでいない（鈴木・森口，1978）。逆にセリ科

のツボクサ（CentedlααsiαtieαUrb．）がある。この種は一般に暖帯に分布するものであるが，山

崎敬博士（1959）によれば日本海側は新潟にまでおよんでいるという。太平洋側ではおそらくこの付

近を北限とする種と思われる。

ツツジ科のアカヤシオ（RんoCloClendronρentαPんyllum　Maxim．　var・nikoense　Kamatsu）が所々

に生育している。福島県以南の中部山岳，四国，九州に分布するもので，本地域は北限に近い。しか

し茨城県にはない（YAsu　and　SuzuKI，1974）。

スイカズラ科のオオツクバネウツギ（溺θ♂忽弼γα3召pα♂α（Koidz．）Hara　et　Kurosawaも登山

道に沿って多く見られるQ本種はいわき市三森山，川部，鎌田，關伽井岳などにも見られるが，いわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂

ｫ市三森山を北限とする種である（鈴木，1966b）。ヤブデマリ（7乞肱γππηp♂‘・α勧那Thunb．　var．

孟・肌θπ≠・鋤η（Thunb．）Mi俳）も生育している。関東以西に分布する種であるが，さらに北部の産地

Table　1．　Temperature　and　precipitation　recorded　at　Kawamae　1972－1973．

Jan．　FeU　Mar．　ApレMay．　Jun．　Jul．　Au浄Sep．　Oct．　No仏Dec．　Year

Mean　monthly
semperature（℃）

09　　1．1　　43　100　147　　18．4　22。8　24．3　19．9　13．7　　8．6　　a6　119

Maxim　monthly
sempe　rature（℃）

65　　　66　　10ユ　　169　　216　　　24．0　　2＆1　29，6　　25．2　　19．5　14B　　　g．3　　177

Minim㎜monthly
semperature　eC）

一4！7　－4．5　－16　　3ユ　　78　　128　　175　1＆9　14．6　　7．9　　23　　－21　　60

Mean　monthly
垂窒?モ奄垂奄狽≠狽堰En（㎜）

42　　　48　　　76　　94　　　120　　　181　　157　　165　　190　　175　　　81　　　45　1377
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を調査する必要がある。

キク科のオオカニコウモリ（0α・α♂zαπ舜・規・π≠脇αMatsum　Jがある。茨城県北部の山地でも出

現するが（鈴木，1966a），本来は日本海側に生活の場のある種で，本地域では屹兎屋山麓から中腹

にかけて生育している。同地域にヤマタイミンガサ（0．yα6α伽Mats㎜．　et　Koidz．）も見られた。

これは宮城県付近から太平洋側を中部地方まで分布する種である。（Kanai＆Hara，1959　a，b）こ

のように本来生活の場の異なるものが混生している所が多い。オヤリハグマ（毎αoγo・薦疵ゐ臓

6γ乞♂・加那Makino）も多く見られた。この地方の特徴ある種といえよう。

ラン科のエゾスズラン（EμPα醐8PαP記∠・3αFr．et　Sav．）が多い。茨城県北部には産地がない

が本地域には普通に見られる。着生ランの種も多い。ムギラン（B切ゐ・pんy♂んη乞π・・π8pτ・％魏Ma）←

im．），ヨウラクラン（0加γoπzαノαpoπzoα（Maxim）Makino），マツラン（5αooo♂αゐ砒η那α68％γαπ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Makio），モミラン（5・功γαηαπ凱Makino），カヤラン（5αγooo痂伽3　ブαpo冠侃3（Reichb．　f　i　1）

Miq．），クモラン（T　aeni　opんyllum　apんy〃ωm（Makino）Makino）の6種が生育しているが，これ

らはいつれも暖帯性ランである（前川，1971）。ヨウラクランは宮城県金華山まで北上するが，小林

勝（1962）によると福島県では御斎所峠，木戸川渓谷などでも知られている。マツランも御斉所街道

石城田人，いわき市下湯長谷，伊達郡国見町高城などに記録がある（小林，1962）。本地域では片鞍

滝付近のモミの倒木にカヤランとまじって着生していた。モミランも石城郡上遠野町御斉所峠の産地

が知られているが（小林，1962），本地域では廻り渕東側の屋根，釜ケ渕付近のモミやオニイタヤの

樹幹に着生していた。おそらく本地域を北限とする種であろう。ムギランも木戸川渓谷と本地域に生

育している。北限であろう。カヤランは福島県では西白河郡昭和沼，棚倉町，石城，八溝山などの他

木戸川渓谷と本地域で採集している。クモランは御斉所峠と本地域，木戸川渓谷に見られる。おそら

くこの付近を北限とする種であろう。

以下今回採集できたシダ植物，種子植物について分類しA．Englerの分類系（1964）に従って植物

目録を作成した。和名および学名は主として，種子植物については大井次三郎博士の日本植物誌

（1975），シダ植物については田川基二博士の原色日本羊歯植物図鑑（1959）によったが，一部は原寛

博士の日本種子植物集覧（1948，1952，1954）によった。またタヌキモ科については薄葉満氏の論文

（1974）を引用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

植物目録（List　of　the　Vascular　plant　coIIected）

PTERlDOPHYTA　シダ植物

Equisetaceae　トクサ科

Eq痂3謡脇αγ肥π3θL・　スギナ

Ophioglossaceae　ハナヤスリ科

30¢ρ6γfd勧η翻γπα勧飢（Thunb．）Lyon．　フユノハナワラビ

Osmundaceae　ゼンマイ科

03飛衡π4αプαpoπ‘oαThunb．　ゼンマイ

0．　♂απ08αThunb．　ヤシャゼンマイ

0．　♂¢π08αTh㎜b．　form．認6γ脚4謳（Honda）Tagawaオクタマゼンマイ
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03加葛η4α86γ％加　o珈πα2πoη召私規（L・）Pr・var・∫α腕θπ3召（Cope　L）Tagawa

ヤマドリゼンマイ

Hymenop｝Wllaceae　コケシノブ科

0γ6p認o加απ63ηα碗πo‘（C．Chr．）var．608α6（Christ）K．　Iwats．　アオホラゴケ

Ooπoooγ加翻疵陥如8（Bl．）v．　d．B．　ウチワゴヶ

17yη6πopんy〃％椛ゐαγゐ磁勧加（v．d．　B．）Bake　r　コウヤコケシノブ

M¢oo4認初po♂yαπ躍03（Sw．）Copel．　ホソバコケシノブ

毎・　ωγ砂玩犯（v．d．　B．）Cope1．　コケシノブ

呂zη4¢π侃80砺α　γα4必απ3（Sw．）Copel．　ハイホラゴケ

Pteridaceae　イノモトソウ科

・44記π紘加那oπooん♂α7πy8　Eaton．　ハコネシダ

・4．　pθ4碗枷πL．　クジヤクシダ

刀脇π86伽協乞α屍γ8％≠α（Sw．）Me　tt．　イヌシダ

刀・ω‘♂〆o冠記（Moore）Christ　オウレンシダ

P～興γ080幅op画8鷹碗πo‘（Maxim．）Fomib　カラクサシダ

P琵γ乞砺㎜αq協♂翫％7π（L．）Kuhn　var．　♂α6協80ω♂窃魏　（Desv．）Und．　ワラビ

Davalliaceae　シノブ科

1）伽α〃乞αηα悔¢3記Moore　シノブ

Aspidiaceae　オシダ科

．4齢yγ勧加oo癖∠麗（Fr．　et　Sav．）Tagawa　ホソバシケシダ

・4．ブαpo碗侃η（Thunb．）Cope1．　シケシダ

4　疵po冠oω加（Mett．）Hanceイヌワラビ

オ．pyoπ030γ葛椛　Christ　ミヤマシケシダ

4　3卿α疵9¢働栩（Mett．）Ohwi　キヨタケシダ

・4．　〃Zα♂‘乞（Fr．et　Sav．）Nakai　ヤマイヌワラビ

」・yo肋30飢o¢（Fr．　et　Sav．）Christ　ヘビノネゴザ

Ooγπo餌θγ‘30γθ観♂碗08¢γ働宛彪（Makino）Nakai　イッポンワラピ

0．伽o％γγ飢あ一α♂α6α　（Hook．）Naka　i　シケチシダ

Oy＃o疵πη∫oγ≠脇麗　J．　Sm．　ヤブソテツ

刀γyoμ6γ63あ83就乞απα　（Bak．）C．　Chr．　ヤマイタチシダ

1）．o砺π侃3融（Bak．）Koidz．　ミサキカグマ

1）．　♂απo¢αThunb．　クマワラビ

1）．　3α加認　（Fr．　et　Sav・）C．　Chr．　ミヤマイタチシダ

゜　　刀．　3αoγ08απo彪Koidz．　ヒメイタチシダ

D．　3α娩∫γα9α且・Ito・　イワイタチシダ

刀．脇ヴoγ疵3　（Makino）Makino　オクマワラビ

L63≠γ¢αノαpo冠oα　（Bak．）Copel．　ハリガネワラビ

五α36γ¢αブαpo疵oα（Bak．）Cope　l．var．η％3α3ん‘¢π3乞3　Hiyama　イワハリガネワラビ

一
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Lα36γ6α　♂α即α（Fr．　et　Sav．）Copel．　ヤワラシダ

L．　o面goん♂θ玩α　（Bak．）Cope1．　var．〆¢gαπ3　（Koidz．）Tagawa　　ヒメワラピ

L，　銃¢♂卿6¢幅3　（L．）　Bory　ヒメシダ

五．　麗γ掘乞∫γoπ3　（Tagawa）Tagawa　ミドリヒメワラビ　　　　　　　　、

加μogγαη加α肌o”ε88翻α　（Fisch．）Chi㎎　ミゾシダ

毎α662鉱ooZα　oγ翻撹α♂蝕　　（Hook．）　Trev．　　イヌガンソク

M．認γ％銃‘op馳短8　（L．）Todaro　クサソテッ

0πoo♂εα3¢π3訪記加　L・var・伽加γγゆ地Maxim・　コウヤワラビ

Pん・9・μ副・d・…吻・－Pぬ伽（van　Hall）F6e　ゲジゲジシダ

pO♂y3漉0んop説31）0♂y7）0（涜0認¢3　F6e　　ミャマワラピ

Po～y3あoんop画3　36α属甜んれ　（Moore）　Tagawa　リョウメンシダ

P．規殉ω8面απα　（Maxim．）Tagawa　ナライシダ

Po♂y3島o勧那γθ≠γ030－pα♂6α06％η　（Kodama）Tagawa　サカゲイノデ

P．　γ屍γ03α一pα♂6αoθ％η　（Kodama）　Tagawa　var．ωα≠o－pα♂θαoθω御（Kodama）

Tagawa　ツヤナシイノデ

・P．　γ8ぎγ03¢－pα♂¢αo鶴η（Kodama）Tagawa　var．　ooγα乞¢π3ε　（Christ）Tagawa

イワシロイノデ

P．　6γ乞」¢θγo規　（Kunze）Pr．　ジュウモンシダ

〃700己認αpo♂y3あoんo協召3　Eaton　イワデンタ

Blec㎞aceae　シシガシラ科

5ケ磁配op如ア‘8α那磁記乞8　（Makino）Ching　　オサシダ

5．　偏po幅oα（Kunze）Naka　i　シシガシラ

Aspleniaceae　チャセンシダ科

」3p8♂¢π謡規　ごπo‘鋤規Thunb．　　トラノオシダ

オ．　槻幅απ8Wa　l　1．　イワトラノオ

Polypodiaceae　ウラボシ科

0γyp廊脇8んα諺α掘3　（Thmb．）Copel．　ミツデウラボシ

L伽ηαPん露伽規鴻oγOPんy♂んηPr・　マメズタ

Lθpご30γ囎　oπo¢乞（Fr．　et　Sav．）Chi㎎　ヒメノキシノブ

L．伽π伽g乞賜3（Kaulf．）Chi㎎　ノキシノブ

Lo蜘gγαη膨　3αz‘γαπTagawa　　サジラン

PyγfO3勧　伽召αγ乞∫o♂εα（Hook．）Chi㎎　ピロウドシダ

Salviniaceae　サンショウモ科

5α面‘疵απα彪π3（L⇒　All．　サンショウモ　　　・　　　　　　　　　　　・

SPERMATOPHYTA　種子植物

Gymnospermae　裸子植物
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Pinaceae　マツ科

・4莇63∫Zγ加6Sieb・et　Zuce・　モミ

P乞πu34θπ認ノ’♂oγα　Sieb・et　Zucc・　アカマツ

P．Pαγ画∫♂07α　Sieb・et　Zucc・　ヒメコマツ

Taxodiaceae　スギ科

0γy餌o膨γ毎ゴ叩o痂oα　（Sieb．　et　Zucc．）Sieb．　et　Zucc．　スギ

Cupressaceae　ヒノキ科

Cんα加α60鯉α幅3　0ゐ％施3α　（Sieb・et　Zucc．）　Sieb．　et　Zucc．　ヒノキ

C．P乞画∫¢γα（Sieb・et　Zucc・）Sieb・et　Zucc・　サワラ

A㎎iospermae　被子植物

Dicotyledoneae　双子葉植物

J㎎1andaceae　クルミ科

P彪γooαγyαγんoヴ♂o♂乞αSieb．　et　Zucc．　サワグルミ

Salicaceae　ヤナギ科

5α♂勧　加肋oKimura　バッコヤナギ

5．gγαo記甜妙♂αMiq．　ネコヤナギ

5．伽あgγαThunb．　イヌコリヤナギ

5．　勧膨yαπαg乞Kimura　キヌヤナギ

5．　働♂p鵠αAnders．　キツネヤナギ

Betulaceae　カバノキ科

・4♂πω3　∫乞γ加αSieb・et　Zucc・　ヤシャブシ

淫．ブαpoπ‘oα（Thunb．）Steud．　ハンノキ

オ．3ε¢乃o顔απαMats㎜．．オナ！ミヤシャブシ

君6加♂α　gγ033αSieb．　et　Zucc．　　ヨグソミネパリ

B．　30ん加乞霞舜　Rege　l　オノオレカンバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Oαγ画賜3　00冠α如Bl．　サワシバ

0．ゴαpo寵oα　Bl．　クマシデ

0・　♂伽げ♂oγα　（Sieb．　et　Zuce．）Bl．　アカシデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　、boγyん33初ゐo昭‘απα　Bl．　ツノハシバミ

03加yαブαpo冠oαSarg・　アサダ

Fagaceae　ブナ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

0α5・云απ¢α　oγθπα孟α　Sieb．　et　Zucc．　　クリ

Fα9％8　0γ脇α彪　Bl・　ブナ

F・プゆo幅oαMax　im・　イヌブナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（1％¢γoω3　己θ撹α£αThunb．　カシワ

ρ．脚πgo♂ごoαFisher　var．　gγ033¢3¢7γα6α（Bl．）Rehd　et　Wils．ミズナワ



32　　　　　　　　　　茨城大学教育学部紀要（自然科学），28号（1979）

ρ膨γo雄3αあ厩παBl．　　ウラジロガシ

ρ．　3¢γγα6α　Thunb．　コナラ

Ulmaceae　ニレ科

0¢〃ε3　3鵬侃認8Pers．　var．　ノ’αpo説oα（Planch．）Nakai　エノキ

Z6～肋薦　麗γγα6α　（Thunb．）Makino　ケヤキ

Moraceae　クワ科

Bアo葛830π¢島α　紘z伽o屍　Sieb．　　コウゾ

丑葛η％～雛グαpoπZo御Sieb．　et　Zucc．　カナムグラ

〃秘糀認雛　♂～塑♂雄　L．var．　oo冠Z／o♂‘％8（Miq．）Maxim．　カラハナソウ

κoγu3　乃07πゐy廊3　Koidz．　ヤマグワ

Urticaceae　イラクサ科

Bo6んアπθγごα　8p　Z　o碗α（Thunb．）　Thunb．　　コアカソ

B．　ま幅飢3p臨　（Hance）Makino　アカソ

E♂α加露臓α　葛励6〃α如ηBl．　var．ηαプ％3　Maxim．　ウワバミソウ

五αpoγ66α加♂ゐげ¢γα（Sieb．　et　Zucc．）Weddel1　ムカゴイラクサ

P詔6αグαpo冠oα　（Maxim．）Hand－Mazz　ヤマミズ

P・規oπgo伽αWeddell　アオミズ

Santalaceae　ビャクダン科

β％o初θyα　∠απoθo♂α彪　（Sieb．　et　Zuce．）Miq．　ツクバネ

Polygonaceae　タデ科

Po♂ygoπω加　oα¢8ア舜03％ηBl．　var．♂（魏ε∫♂o㍑規Meisn．　ハナタデ

、P．　o％3Z）乞（オαγ衡加　Sieb．　et　Zucc．　　イタ　ドリ

P，磁加♂¢Me　i　sn．　ミヤマタニソバ

P・プ記‘∫oγ加¢Thunb・　ミズヒキ

P．∫‘あ∫oγ膨　Thunb．　var．πθo－∫拓乞∫oγ加8　（Naka　i）Ohw　i　シンミズヒキ

P・　面Pα莇げo島％η　L・　オオイヌタデ

P．麗pα♂侃3¢Meisn．　タニソバ

1）．　p6γ廊oα悔α　L．　ハルタデ

、P．　μ加30侃3　Bl．　ボントクタデ

P．8αg琵≠α施加L．var．3ご¢加♂痂　（Me　i　sn．）Maxim．　アキノウナギツカミ

P．80面瓢加Moence　サナエタデ

P．　3脇6乞oo鋤η（Meisner）Fr．　et　Sav．　ママコノシリヌグイ

P．8初加♂4島　Meisn．　ウナギツカミ

P．　詫π協o偽面Bisset　et　Moore　ハルトラノオ

P．　莇秘π加γg面　Sieb．　et　Zucc．　　ミゾソバ

R葛加躍グ（塑o痂飢3Houtt．　ギシギシ

R・π吻p侃‘o囎Fr．　et　Sav．コギシギシ
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Caryophyllaceae　ナデシコ科

0¢γα露勧η　んo♂03劫o記θ3Fhes　var．んα〃α‘3απ飢8θ（Nakai）Mizushima　ミミナグサ

五yoんπ‘3加殉％¢有απαRohrb．　フシグロセンノウ

Mθ♂α冠γyωη戸γ麗鮎加（Sieb．　et　Zucc．）Rohrb．　フシグロ

施♂απ己γμη∫乞γ那％η（Sied．　et　Zucc．）Rohrb．　form．　pubescens（Makino）

Makino　ケフシグロ

5αg翫αブαpo疵oα（Sw．）Ohwi　ツメクサ

5馳〃αγ語α卯q漉oα（L・）ScOP・　ウシハコベ

5．硯四γ8ヴ♂oγαMaxim．　サワハコベ

5．η¢轟α（L．）Villars　コハコベ

5．祝oπo叩¢γηαHamilt．var．ブαpoπ乞oαMaxim．　オオヤマハコベ

5・π89♂20≠αWh　i　he　ミドリハコベ

Amaranthaceae　ヒユ科　　　　　　　　　　　　　．

．40んyγαπ銃¢3　fauriei　L6v．　et　Van．　ヒナタイノコズチ

オ．ブ叩o寵oα（Miq．）Nakai　イノコズチ

Magnoliaceae　モクレン科

翌αgπo面αoゐoびα6αThunb．　ホウノキ

Schisandraceae　マツブサ科

50ん‘3α砿γαγθp侃dα（Sieb．　et　Zucc．）Radlk．　マツブサ

Illcidaceae　シキミ科

∫〃加謡ηγ召面g乞o鋤加　Sieb．　et　Zucc．　シキミ

Lauraceae　クスノキ科

Eπ4θプα　鉱η加〃α6αThunb．　クロモジ

Poγα加πzo伽pγα召oo∬（Sieb．　et　Zucc．）Nakai　アブラチャン

Eupteleaceae　フサザクラ科

，E叩馳♂肥po♂yα記γαSieb．　et　Zucc．　フサザクラ

Cercidiphyllaceae　カツラ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
i7θγo‘（ZZpんy〃％7π　ブα∫）oπ‘o鴛η　S　ieb・　et　Zucc・　　カツラ

Ranunculaceae　キンポウゲ科

・400π記魏プ啄）o疵o％祝Thunb．　var．加o撹απ％那Naka　i　ヤマトリカブト

ノ4π¢加oπ¢∫」αoo認αFr．　Schm．　　ニリンソウ

」．んθpα6ごoαL．var．プαpoπ乞oα（Naka　i）Ohwi　form．〃αγ乞θgα汚α（Mak　i　no）

Hara　スハマソウ

オ．p3θ蜴o一α髭碗oαHara　キクザキイチゲ

0伽乞o乞∫％gα　αo¢γ伽α　（Sieb．　et　Zucc．）C．　Tanaka　オオバショウマ

0島ηα擁3（4）翻∫o面αDC．　ボタンズル
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0♂例α6乞3プαρo説oαThunb．　ハンショウズル

C．　馳γπげ♂oγα　DC．　センニンソウ

Rαπ醜飢ん3ブαpo疵o葛3　Thunb．　ウマノアシガタ

R．　q娚♂pαεγ68π画3（L6v．）Naka　i　キツネノボタン

7んαんoケ私加∫認碗¢撹03％規Maxim。，var．’¢π8γ魏（H．　Boiss．）Ohwi　ミヤマカラマツ

τ．加脇3L．　var．んypo∠飢o％η（Sieb，　et　Zucc．）Miq．　アキカラマツ

Tγα磁〃認劫γ‘α　プαpo福oα　Sieb・et　Zucc・　モミジカラマツ

Lardizabalaceae　アケビ科

オ碗あα　g協πα6α　（Thunb．）Decaisne　アケビ

’・4．　6γ乞∫o為α地（Thunb．）Koidz．　　ミツバアケビ

Nymphaeaceae　スイレン科

〃y加Pんα¢α6θγαgoπαGeorgi　ヒツジグサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

raururaceae　ドクダミ科

”o碗如yπ‘αooγ面≠αThunb．　　ドグダミ

Chloranthaceae　センリ．ウ科

0ん♂oγαπ昂雛ノ’ K）o冠oα　Sieb．　ヒトリシズカ

0．3θγγα勧3（Thunb．）Roem　et　Schult．　フタリシズカ

Aristolochiaceae　ウマノスズクサ科

オ3α働η調面o♂4記　Miq．　ウスバサイシン

Actinidiaceae　マタタビ科

オo≠‘π認‘ααγg麗α（Sieb。　et　Zucc．）Planch．，ex　Miq．　サルナシ

4　po♂yg佛α（Sieb．et　Zucc．）Maxim．　アタタビ

Theaceae　ツバキ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

0¢η昭〃ぬ　ゴαPOπε0α　L・　ヤプツパキ

5掬ωαγあ乙p3¢～嘱o－oαηε〃‘αMaxim．　ナツツバキ

Guttiferae　オトギリソウ科

∬鯉6悔o脚π　α30ツγoπ　L・　　トモエソウ

E．¢プ8面丁㎞b．オトギリソウ

丑．　♂伽泓η（Bl．）Koidz．　コケオトギリ

7γ‘記飢珈ブ叩oπZ侃勉　（BL）Makinσ　ミズオトギリ

Droseraceae　モウセンゴケ科

1》03θγα　8pα齢磁碗¢　Labill．　モウセンゴケ

Papaveraceae　ケシ科

0加♂記oπZ脇彿φ御　Lvar．．α3認6‘α搬（Hara）Ohwi　クサノオウ

Ooγy面♂Z3♂‘麗α舜♂o加Sieb・et　Zucc・　ヤマエンゴサク
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Ooγydα♂乞3　00ん06¢π8乞8　Turcz．　　ツルキケマン

Ooγy4α♂‘3　pα〃掘¢（Thunb．）Pers．　var．≠¢π痂3　Yatabe　ミヤマキケマン

Mαo♂¢αyαoo7dα6α（Willd．）R．　Br．　タケニグサ

Cruciferae　アブラナ科

」ア励‘3　耐働鋤6α　（L）ScOP・　ヤマハタザオ

oαγ面痂π¢〆♂θ鋤08αWith．　タネツケバナ

0．　♂ε％oαπ銃α　（Tausch）0．　E．　S　chulz　　コンロンソウ

0．　30碗碗αThunb．　ヤマタネ・ツケパナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

0．　6απα肱6　Fr．　et　Sav．　マルバコンロンソウ

刀γα加　π6ηoγα8α　L・var・ん¢加oαγPα　L・　イヌナズナ

〃α3α伽6¢幅3（Miq．）Mats㎜．ユリワサピ

Hamame　l　i　daceae　マンサク科

「丑α栩α加¢♂‘3ブαpo寵oαSieb．　et　Zucc．　マンサク

Crassulaceae　ベンケイソウ科

5認％飛　副zooπ　L．　ホソバキリンソウ

Saxifragaceae　ユキノシタ科

」3翻♂加　η‘oγopんy”αKno　11．　チダケザシ

」3あ♂加　統㈱加γ9記　（Sieb・et　Zucc・）Miq．　アカショウマ

濯．　昂脇加γg‘‘（Sieb．　et　Zucc．）Miq．　var．　ooπg¢8‘αH　Boiss．　トリアシショウマ

0αγゐα磁γα　α♂6¢γ疵〆o面αSieb．　et　Zucc．　クサアジサイ

0ん7y303pんπ勧η　α泌魏Maxim．　var．36α加πθ襯（Fr．）Hara　ハナネコノメ

0．　βo競π御　Maxim．　イワネコノメソウ

0．　∫♂αg6〃げ召7％ηFlr．　S　chm．　ツルネコノメソウ

0・9γαyαπ襯Maxim・　ネコノメソウ

0．　紘加甜oんα6‘o㈱Fisch．　var．αo脚76π8¢（Fr．　et　Sav．）Hara　ミチノクネコノメソウ

0．　ηαoγ03翻鴛oπ　Maxim．　var．α67απ4γ％7π　Hara　ヨゴレネコノメ

0．　加αoγo説伽oπMaxim．　var．8配o加γ¢π3¢　（Fr．）Hara　ニッコウネコノメ

C．　ηααF加oω乞oz翻　Fr．　et　Sav．　ムカゴネコノメ

1）働‘短α　oγ6％6α　Sieb．　et　Zucc．　ウツギ

1）・9Tαo‘♂‘3　Sieb・et　Zucc・　ヒメウツギ

丑ydγαπgθα　肋切画oγ碗　S　ieb．　タマアジサイ

17．ηαoγopんy〃α（Thunb．）Ser．　var．α㎜‘πα6α（Sieb．　et　Zucc．）Makino　ヤマアジサイ

丑．Pα説o認α6αSieb．　ノリウツギ

胚記¢〃αア膨oげ10アα　Rosend．　コチャルメルソウ

R泌63αη訪‘g脇η2Maxi　m．　ヤシャビシャク

5傭∫7¢gα〆oγ伽ε乞Hook．　fil．　var。ゴπo‘3010ゐα‘α（E㎎1．　et　I　msch．）Nakai

ダイモンジソウ

30雇20Pゐγα9擢αん塀γαπ9召o記θ3　Sieb．　et　Zucc．　イワガラミ
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Rosaceae　バラ科

．4gγ翻o痂α疵ppo疵oαKoidz．　ヒメキンミズヒキ

オgγ諭oπ詑p記08αLedeb．　キンミズヒキ

加oん¢3膨αoんγy8α撹加　（Zoll．　et　Mor．）Miq．　ヘビイチゴ

06％η　プαpoπ乞o御πThun　b．　ダイコンソウ

1（6γγ乞α　フ’αpo冠oα（L）DC．　ヤマブキ

Mαん3　3Z¢ゐo掘島　（Rege　l．）Rehder　ズミ

Po6¢π漉〃α　06π師gγα肥Maxlm．　ヒメヘビイチゴ

P．　oτ卿60如¢幅αθMaxim．　ミツモトソウ

P．∫γαgα舜o伽8L．　var．那αノoγMaxim．キジムシロ

P．〆γ8y寵απα　Borum．　　ミツバツチグリ

P．yo肱8伽α照Makino　ツルキンバイ

Po葛γ銃ごα2α　疵〃08α　（Thunb．）Decne．　var．♂α¢痴8（ThuDb．）Stapf　　カマツカ

P㍑肱3gγαyαπαMaxim．　ウワミズザクラ

P．ブαηα8α肱γαSieb．，　ex　Koidz．　ヤマザクラ

P．粥γ80脇面　（Koidz．）Koehne　カスミザクラ

Py彫3　pyγヴo面α　（Burm．　f．）Nakai　ヤマナシ

Ro3α　7πω♂6～∫♂oγα　Thunb．　　ノイバラ

Ro3α　ω加んγα雄πα　Crep．　テリハノイパラ

R励”　oγα伽卯ノo∠謡3Bu㎎e　クマイチゴ

R・説oγoア妙♂ん8　L・f・　ニガイチゴ

R．堀oγopんy♂ん3　L　f．　var．　3ゆoγ磁α解乞〆o♂協3（L6vet　Van）Ohw　iミヤマニカ牙チゴ

R．　pα伽磁％3Thunb．　var．　oop≠opんy〃囎　（A．　Gray）Ko　idz．　モミジイチゴ

R・pαγ画ノo面囎　L．　ナワシロイチゴ

R．pんoγ寵oo♂α8勧3　Maxim．　エビガライチゴ

5απgぬ30γ加　o∬加伽α島3　L．　ワレモコウ

50γ飢3　α♂冠∫o面α　（Sieb．　et　Zucc．）C．　Koch　アズキナシ

50γ加8　ゴαpoπ‘oα　（Decne）Hedl　ウラジロノキ

5功Pんαπαπdγα　論画3α　（Thunb・）Zabe　l・　コゴメウツギ

Leg㎜ino　saeマメ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Iη卯んごoαηっα2α　θ己gθωoγ6ん師　Benth．　var．　ノα∫）oπzoα　Oliver　　ヤフ’マメ

Cα33Zα　παηα7π¢　（Sieb・）　Honda　　カワラケツメイ

1）¢躍認勧η　傭禦んy♂勧η　DC．　ヌスピトハギ

刀ωηα3fα　6物πo碗α　Sieb．　et　Zucc．　　ノササゲ

五仰・己・zαゐ‘・・♂・・Turcz　f・・m．…呵・伽M・t・㎜・ヤマパギ

L・加θγ9θ舜　Miq・　キハギ

L．o脇6磁α（Du　Mont．d．　Cours．）G．　Don　メドハギ

L．　p甜03α（Thunb．）Sieb．　et　Zucc．　ネコハギ

L．　あ規6撹03α　（Thunb．）Sieb．，　ex　Maxim．　イヌハギ
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Pμ6γγαγ‘α♂oゐα6α（Willd）Ohwi　クズ

7γげoあωηアγαあπ8θL．　ムラサキツメクサ

T．γ塑飢3L．　シロツメクサ

伊Z3ε8γ‘α∫♂oγ乞加滅α（Willd．）DC．　フジ

Geraniaceae　フウロソウ科

0θγαπ勧η　加αηθ幅　Fr．　et　Sav．　タチフウロ

σ．　6ん脇加γg記　Sieb．　et　Zucc．　ゲンノショウコ

0．　云悔pαγ擁施η　R．Knuth　フウロソ’ウ

Euphorb　i　aceae　トウダイグサ科

班α〃o飢3ブαpoπZo伽　（Thunb．）Mue　l　1．　Arg．　アカメガシワ

Pんy〃απ紡衡3　1π磁3％加γα¢　Hayata　ヒメミカンソウ

Rutaceae　ミカン科

、80¢π冠πgんα囎¢π彪　ブ啄）oπ乞oα　Naka　i　マツカゼソウ

5碗飛痂α　ブαpo冠oα　Thunb．　ミヤマシキミ

5．ブαpoπ‘oαThunb．　form．働go8α（Yatabe）Ohwi　ウチダシミヤマシキミ

Zαπ齢o卯んηα詔佛莇o‘己¢3Sieb．　et　Zucc．　カラスザンショウ

Z．μp卯舜魏（L．）DC．　サンショウ

Z・30ん伽乞∫o♂謡規Sieb・et　Zucc・　イヌザンショウ

Polygalaceae　ヒメハギ科

Po♂ygα♂α　ブσpoπ‘oα　Houtt．　　ヒメハギ

Anacardiaceae　ウルシ科

R舳3　αη尻g葛α　Lav．，　ex　Dipp．　　ツタウルシ

R・　ゴα〃απ乞0α　L・　ヌルデ

R．　加乞oんooαηαMiq．　ヤマウルシ

Acerac6ae　カエデ科

オoεケ　oαη）伽ヴo♂勧η　Sieb．　et　Zuee．　チドリノキ

・4．廊∬ヴo♂勧那（Sieb．　et　Zucc．）K．　Koch．　ミツデカエデ

・4・　oγα診α8gヴo♂謡η　Sieb．　et　Zucc．　ウリカエデ

オ・ゐα加面o秘ηBl．，ex　Koch　カジカエデ

．4．d‘3砂んη　Sieb．　et　Zucc．　ヒトツバカエデ

オ．ブαpo偏oα　Thunb．　ハウチワカエデ

．4．那oπoMaxim。　var．彿αγηoγ¢施那（Nichols．）Hara　イタヤカエデ

」．　pα伽α≠脚πThunb．　var．　pα」ηα勧配　イロハモミジ

」・γ4‘π¢γ吻　Sieb・et　Zucc．　ウリハダカエデ

．4．3初加♂直αη襯Miq．　コノ・ウチワカエデ

Hippocastanaceae　トチノキ科



38　　　　　　　　　　茨城大学教育学部紀要（自然科学），28号（1979）

．4卵飢ん3施γ加πα如Bl．　　トチノキ

Sabiaceae　アワブキ科

Jfε♂‘03ηα　ηy舜απ昂αSieb．　et　Zucc。　アワブキ

Balsam　inaceae　ツリフネソウ科

1叩碗功π3　πo面一如πg¢γε　L．　キツリフネ

∫．擁認o尭　Miq．　ツリフネソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Aquifoliaceae　モチノキ科

々躍　麗oγopo面Miq・　アオハダ

Celastraceae　ニシキギ科　　　　　　　　o

0θ♂α3‘瓢3　0γ加o泌α施3　Thunb．　ツルウメモドキ

E切π卿麗〆oγ施π配（Turcz．）Eand－Mazz．　var．γαゐo伽8（Sieb．，ex　Miq．）Rehd．

ッルマサキ

E．o∬yア勿〃麗Miq．　ツリパナ

E．　3加δo躍ぬ脇8　Bl．　マユミ

Rhamaceae　クロウメモドキ科

、86γoんθ疵α　γαo麗03α　Sieb．　et　Zucc・　クマヤナギ

Vitaceae　ブドウ科

・4ηp6♂op　8盆　ゐγ¢囲p認％πo磁α雄（Max　im．）Trautv．　ノブドウ

7記‘3　00‘9πθあα¢　Pulliatヤマブドウ

7．戸面〆o♂‘α　Bl．　var．♂oゐα6α（Rege　l）Naka　i　エビズル　　　　‘

7．〆♂θ側03α　Thumb．　サンカクズル

Tilliaceae　シナノキ科

Coγoんoγop説3　‘oη飢加3α　（Thunb．）Makino　カラスノゴマ　　　　　　　　’

Elaeagnaeeae　グミ科

E♂αθαg陥3初撹απαMakino　var．　o槻彪（Maxim）Araki　ツクパグミ

E．η％♂翻ノ‘oγα　Thunb．　ナツグミ

FlaCOUrtiaeeae　イイギリ科

1伽8短po♂yoαγPαMaxim・　イイギリ

Violaceae　スミレ科

7の♂ααo猟翻α彪　Ledeb．　エゾノタチツボスミレ

7．2乞zαπ臨3おMakino　エイザンスミレ

7．gγypooθγα3　A．　Gray　タチツボスミレ

7．　gypoo¢γα8　A．　Gray　var．　p励θ30鍋8　Makai　ヶタチツボスミレ

7．　んo記oθπ3‘3W」　Becker，　ex　H．　Boiss．　アナイスミレ

7．　肋Z蕗¢乞Miq．　form．　o肱ゐo乞（Makino）F．　Maekawa　ケマルバスミレ
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7乞o♂α加α腕π説H．Boiss．　マキノスミレ

7．pんα♂αoγooαη）αMaxim．　アケボノスミレ

7．　p脚π甜εoW㌦　Becker　フモトスミレ

7．　粥γθ飢η4α　A．Gray　ツボスミレ

Lythraceae　ミソハギ科

Ly昂働糀　απo仰3（Koehne）Makino　ミソハギ

Oenotheraceae　アカバナ科

らγo召α　¢γ訪230¢π3Fr．　et　Sav．　タニタデ

0．πo〃捨　Sieb．　et　Zucc．　ミズタマソウ

Ep詔oゐ協加pyγ幅oんo♂OPん葛η　F　r．　et　S　av．　アカパナ

0¢πo銃艀α　odoγα6αJacq・　マツヨイグサ

Ala㎎iaceae　ウリノキ科

々απg謡η　p♂α加冠∫o♂砒η（Sieb．　et　Zucc．）var．倉‘ん加加（Miq．）Ohwi　ウリノキ

Cornaceae　ミズミ科

・4ωo励α　ノαpo読oα　T　hunb．　アオキ

Coγ肱3　加αo塑o面　C・A．　Meyer　　クマノミズキ

0．　oo撹γo肥γ3αHemsley　ミズキ

0・　肋鎚3α　Bue　rg・，　ex　Ranee　ヤマボウシ

Araliaceae　ウコギ科

オγα面α　ooγ（Zα彪　Thunb．　　ウド

」γα♂ぬ　θ」σ6α（Miq．）Seemann　タラノキ

・40α撹んOPαπα卯　30乞α己OPんy〃o認63　Fr・et　Sav・　コシアブラ

・4．　3p臨o鋤8（L．　fil．）Miq．　ヤマウコギ

E〃04‘opα㎜　珈πo〃απ3（Sieb．　et　Zucc．）Nakai　タカノツメ

丑¢伽γαγんoη加α（Miq．）Bean　キズタ

Kα‘oアαπ（膨　p加臨3（Thmb．）Naka　i　ハリギリ

Pαπ（㍑ブαpo寵砲3　C．　A．　M　eyer　トチパニシジン

U㎞belliferae　セリ科

」πgθ面oα　伽o切8加α　（Miq．）Fr．　et　Sav．　ノダケ

・4πgθ面oαpo♂y初opη）ゐαMaxim．　シラネセンキュウ

C¢撹¢〃α　α3毎あoα（L．）Urban　ツボクサ

0γ塑あ地召π‘α　ブαpo冠oαHassk．　　ミツバ

03加oγゐ‘zααθ‘諺α≠α（Thunb．）Makino　et　Yabe　ヤブニンジン

P吻7πop鉱αん加　如π¢紘¢　（Fr．　e　t　Sav．）Hand．－Mazz．　イワセントウソウ

5α痂o磁α　o砺π8π廊3　Bu㎎e　ウマノミツバ

5pωγ加p‘π¢〃α　oα♂y画γα　（Max　im．）Kitagawa　ダケゼリ

70γ詔加　ブ｛卯o冠o¢（Houtt．）DC．　ヤブジラミ
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Diapensiaceae　イワウメ科

5んoγ漉α　鉱痂〆♂oγα（Maxim．）Maxim．　イワウチワ

Clethraceae　リ・ウブ科　　　　　．

C♂召銃γα　ゐαγゐごπ¢γ疵8　Sieb．　et　Zucc，　　リ　ョウブ

Pyrolaceae　イチヤクソウ科

0ん翻αpん記αノ’αpo説oαMiq．　ウメガサソウ

Moπoピγopα　んシpop舜ん3　L　　シャクジョウソウ

Moπo加opα36γ％加　〆o加3％ηH．　A　ndra　ギンリョウソウ

1）yγo♂α　プαpπ‘oαKlenze　イチヤクソウ

Ericaceae　ツツジ科

Eπ屍απ‘勧3　3励3θ2読3（Miq．）Makino　アブラツツジ

Lyo寵αo〃α～‘∫o〃砒（Wall．）Drude　var．8〃乞μ必α（Sieb．　et　Zucc．）Hand．－Mazz．

ネジキ

1）宛尭3　ブαpo疵oα　（Thunb．）D．　Don　アセビ

Rんo己o伽η4γoπ　肱2ηp∫¢γ‘　Planch．　ヤマッッジ

R．p飢≠αpんy〃乱灌Maxim。　var．　nikoense　K　omatsu　アカヤシオ

R・q碗πq切〆oあω加Bisset　et　Moore　ゴヨウツツジ

R．3¢η訪αγ加如ηMaxim．　バイカツツジ

R．　ωα己απ秘ηMakino　　トウゴクミツバッツジ

7αoo加謡η　玩γ施η　Thunb．　ウスノキ

7・　o配んα痂乞Miq・　ナツハゼ

Mンrsimceae　ヤブコウジ科

オγd‘3‘α　ブαpo疵oα　（Thunb．）Bl㎜e　ヤプコウジ

Primulaceae　サクラソウ科

Ly3ごηαoん‘α　o♂θ昂γo掘θ3　Duby　　オ゜カトラノオ

L．〆oγ如π画　Maxim．　ヌマトラノオ

L．　ブ（ηoπZoα　Thunb．　コナスビ

L．槻♂gα7is　L。　var．　晦協γ‘oα（bedcb．）R．　Knuth　クサレダマ

Styracaceae　エゴノキ科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“o劫γ03砂γ儂　ん‘3p認α　Seib．　et　Zucc．　オオハアサガラ

5≠yγ（切　ブ啄）oπεoα　Sieb・et　Zucc・　エゴノキ

5．　o加∬‘α　Sieb．　et　Zucc．　バクウンボク

Symplocaceae　ハイノキ科

5y規μooo8　0ん乞π¢π3乞3（Lour．）Druce　var．♂兜oooαη）α（Nakai）Ohwi

foml．　p詔03α（Naka　i）Ohw　i　サワフタギ

Oleaceae　モクセイ科



’
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Fγα疵脇3　♂α脇g乞π03α　Koidz．．アオダモ

L‘g％8≠物η　o配％8‘〆o♂砒加　Sieb．　et　Zucc．　イボタノキ

Gentianaceae　リンドウ科

0¢漉απα30磁γαBmge　var．ゐ吻γg6γ‘（Miq．）Maxim．　リンドウ

5ω6γあα　配配α侃♂α彪（Sieb．　et　Zucc．）Hook．　et　Thoms．　アケボノソウ

5．プ｛孕o冠oα（Schult．）Makino　センブリ

7γ‘p6¢γ03¢7加醜プαpo寵o魏（Sieb．　et　Zucc．）Maxim．　ツルリソドウ

Apacynaceae　キョウチクトウ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らVγαoん6♂08p¢γη葛η　α3毎孟乞o魏（sieb．　et　Zucc．）Nakaiテイカカズラ

Asclepiadaceae　ガガイモ科

Oyπαπo肱加　飛αg疵∫‘♂‘o％加Naka　i　タチガシワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

qubiaceae　アカネ科

0α♂砒海　π‘¢ψθγ6ん麗　Fr．　et　Sav．　ヤブムグラ

0．pαγ磁o鋤加Maxim．　ミヤマムグラ

0．3μγ‘％ηL．var．召o伽03p¢禰oπ（We　l　l　r．）Hayek　ヤエムグラ

0．　孟舜∫♂o弼∫oγηθKomar．　オククルマムグラ

0．　渉γ乞∫認御π　L．var．　ろγ6〃‘∫）84％πo％♂α6御π　Regel　ホソバノヨツバムグラ

0・　オγαoんy3¢γ7肱加　A・Gray　　ヨツバムグラ

P佛46拐α30α砿召π3（Lour．）Mwrrill　ヘクソカズラ

R衡玩α　α肱π2Nakai　アカネ

Bgrginaceae　ムラサキ科

オπoZ説700αγyαゴαpo疵oαMaxim．　サ゜ワルリソウ

Oyπo〆083ωη　α3p召γγぬ乃ηNakai　オニルリソウ

Verbenaceae　クマツズラ科

0α〃‘oαγアαブ（塑oπ‘oαThunb．　ムラサキシキブ

0．　窺o〃加　Sieb．　et　Zucc．　ヤブムラサキ

Lamiaceae　シソ科

4ノ％gα　伽o％皿加π3　Thunb．　キランソウ

0島卿po4謡η　o屍π侃8召（Benth⇒0．　Kuntze　var．　pα7麗∫♂o物飛（Kudo）Haraクルマバナ

C．　gTαo‘♂6（Benth）0．　Kuntze　トウバナ

C　gγαo認6（Benth．）0．　Kuntze　var．那馳♂擁oα磁2（Maxim．）Ohwi　ヤマトウバナ

C．　gγαo乞♂θ（Benth．）0．　Kuntze　var．3αoんα♂伽飢38（Fr．　Sc㎞）Ohwi　ミヤマトウパナ

0．　加oγαπ昂％彿（Rege　l）Hara　イヌトウバナ

E♂30んo髭z勧　o記‘α如（Thunb．）Hy　l　ande　r　ナギナタコウジ

0♂θoんoηα　ん84θγαoεα　L　var・　g7α記‘3　（A．　G　ray）Kudo　カキドウシ

五αη協π　伽μθ漉oα副¢L．　ホトゲノザ
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五yoop％3　加ααo弼α肱3（Maxim．・）Makino　ヒメシロネ

M66んα疵α　群漉o‘∫o♂ぬ（Miq．）Makino　ラショウモンカズラ

P♂80‘γαπ魏囎　乞ガ♂¢拠3（Thunb．）Vahl．　ex　Benth．　ヤマハッカ

P．　ブαpo冠o鎚8　（Burm．）Koizd．　ヒキオコシ

P．　紘加¢ゐα　（0㎞yama）Ohwi　カメパヒキオコシ

Pγ醜ε〃α　碍♂gαγ加　L．var．∠記αo伽αNakai　ウツボグサ

5α♂認α　冠ppo疵oαMiq．　キノミナアキギリ

5飢琵”α舜α　訪4乞oα　L．　タツナミソウ

ア侃oγ謡況　加30記％加Bl．　var．加q粥♂‘α隅η　（Maxim．）Hara　ツルニガクサ

Solanaceae　ナス科

Pんy3α石α3≠臨加グ啄）o幅oω尻　（Fr．　et　Sav．）Honda　イガホウズキ

So♂α肱加　ノ’αpoπ6π8θ　Nakai　ヤマホウズキ

S・　♂yγα動πThunb．　ヒヨドリジョウゴ

Buddlejaceae　フジウツギ科

B協d♂のα　ブαpo痂oαHemsl・　フジウツギ

Scrophulariaceae　ゴマノバグサ科

M伽磁麗　瑠pα♂侃3加　Benth．　var．プαpo痂oαMiq．　ミズホウズキ

50γopん磁α舜α　肱肱己侃3乞3　Fr．　オオヒナソウスツボ

72γ傭oαoαπαWall．，ex　Benth．　var．加g秘読απα（Nakai）Ohwi　クワガタソウ

Gesneriaceae　イワタバコ科

Ooπαη4γoπ　γα7πoπ（涜o乞（f¢3　Sieb．　et　Zucc．　　イワタノミコ

Orobanehaceaeハマウツボ科

Lα昂γαθαブαpoπ‘oαMiq・　ヤマウツボ

LentibUlariaCeae　タヌキモ科

σ6幅o磁α7毎　ゴαpo疵oαMakino　タヌキモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ﾐ．　協♂gα甥8　L　form．∫勧α　Komiya　チョウシタヌキモ

σ．yα肱3励脇認3　M　asam．　ムラサキミミカキグサ

Phrymaceae　ハエドクソウ科

Pんγy規α　♂¢P加諺αoんyα　L・var・α3‘α痴oα　H　ara　ハエドクソウ

Plantaginaceae　オオバコ科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“D　　P施撹αgo　α廊α島oα　L・　オオバコ

Caprifoliaceae　スイカズラ科

オ加面α　加加α8¢pα♂α　（Koidz．）Hara　et　Kurosawa　オナツクバネウツギ

オ．3pα魏磁α6α　Sieb．　et　Zucc．　var．　3飢g碗π¢αMakino　ベニバナツクバネ’ウツギ

Loπ‘o¢γα　g7αo詔‘μ3　Miq．　ヤマウグイスカグラ
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五〇痂oθγα9γα画♂ψ卵Miq・var．．9♂απ伽♂03αMaxim．　ミヤマウグイスカズラ

L．　ブαpo癌oα　Thunb．　スイカズラ

3α加伽o窃3　3‘θ加♂4地πα　Bl．，　ex　G　raebn．　　ニワトコ

7乞加γπ秘那　ぬ♂磁α加配　Thunb．　コバノガマズミ

7．　θγo鋤規　Thunb．　ガマズミ

7・〆解oα紘η　Bl・　オオカメノキ

7．Pん♂話o〃必加加　Sieb・et　Zuec・　オトコヨウゾメ

7．p♂乞oα6％初Thunb．　var．ごo駕伽8魏（Thmb．）Miq．　ヤブデマリ

7．ωγ砂競面　Miq．　ミヤマガマズミ

〃「6砂8♂α　4600γα　（Naka　i）Naka　i　ニシキウツギ

伊．‘¢ooγα（Nakai）Nakai　form．　unicolor（Nakai）Hara　ベニパナニシキウツギ

Valerianaceae　オミナエシ科

P磁短偏α　30α加03α6∫o♂乞α　Fisch，ナミナエシ

P．　疵〃03α　（Thunb．）Juss．　ナトコエシ

7α♂¢γ‘απα　〆‘α画面33加αMaxim．　ツルカノコソウ

Campanulaceae　キキョウ科

り　　　　　　　　　　　　・4伽πoPんoγα　γ佛06げ♂oγα　（Sieb・et　Zucc・）Miq・　ソバナ

．4．　御ごpんy〃α（Thunb．）A．　DC．　var．プ（孕o幅oα　（Rege　l）Hara　ツリガネニンジン

Oodoπop3‘8♂απo召o♂¢彪　　（Sieb．　et　Zucc．）Trautv．　　ツルニンジン

Lo加面α　8θ33記ヴ0島αLamb．　サワギキョウ

P¢γαo卿αoαmlo3α（Wal1．）Ho6k．　fil．　et　Thoms．　var．　oピγoα召o乞4θ3（Er．　Sc㎞．）

Makino　タニギキョウ

Compositae　キク科

・4伽πooα泌oπ　雇規α♂αo‘％加　Edgew．　ノブキ

・梶π8面αθα　αoθγヴo薦α　Schultz　B　ip．　var．8πδαpo己αNakai　オクモミジバグマ

・4伽3面αθα　αp‘oω♂碗α　Sch．　Bip．　キツコウハグマ

珈αpんα面3窺αγgαγ記αoθα（L．）Benth．　et　Ho（激．　fil．　var。侃g％3髭oγ（Miq．）

Naka　i　ヤマハハコ

」γ翻痂画α　肋富肋侃αMiq・　イヌヨモギ

ガ・P幅πo¢P3　Pampan・　ヨモギ
オ3掬γ　αgeγα60ご伽8　Turcz．　var．　o〃α施3（Fr．　et　Sav．）Nakai　ノコンギク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

」．αgθ7碗o乞4¢3Turcz．　var．勧γ佛（Makino）Ki　tamura　f　oml．♂鋤oα撹ん麗Hondaシロヨメナ

．4．ρ‘ππ磁げ‘伽3（Max　im．）　Mak　i　no　ユウガギク

オ．　80α加γThunb．　シラヤマギク

B認侃3∫γo㎡03αL．　アメリカセンダングサ

B・加ゆαあ如　L・　タウコギ

Cαoα薦α　己θ♂p玩πお∫oあα　Sieb．　et　Zucc．　モミジガナ

0．∫α7プαγαθ∫oあα　Sieb．　et　Zucc．　ウスゲタマブキ
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0αoα♂掘π誘o規o冠απαMa　t　sum．　オオカニコウモリ

C・yα≠α加ごMatsum・　ヤマタイミンガサ

0αγP卵認η　αゐγo如πo掘¢3　L・　ヤブタバコ

0．　己ご〃αγ‘oα如7π　Sieb．　et　Zucc．　　ガンクビソウ

0．〆0330pんy～んη　Sieb．　et　Zucc．　サジガンクビソウ

C．肋認茄説ごMakino　ホソバガンクピソウ

ご．加α加％寵　Tatew．　et　K　itam．　　ノッポロガンクビソウ

0，　加ご説¢Maxim．　　ミヤマプタバコ

0乞γ3協ηプαpo疵侃加DC・　ノアザミ

C．疵oγ03炉oα加加Naka　i　アズマヤマアザミ

C．加oγopごoα如加Nakai・var．編oo即如η（Maxim．）Kitam．　タイアザミ

0．〃ご説¢Max　im．　ノハラアザミ

Eγ¢o競舜ε8競6γαoヴo♂乞α（L．）Rafin．　ダンドボロギク

E麗g2γoπ　αππ醐8（L．）Pers，　オオアレチノギク

E．　8ω規α6γθπ8Z8　Retz．　　ヒメジョオン

E％Pα60γ協規　oん伽飢紹　L・var．廊叩面oヴo♂謡η（Makino）Kitam　　ヒヨドリパナ

0παpんα♂勧加　¢∬臨¢D．Don．　ハハコグサ

σ．勿poん切魏DC．　アキノハハコグサ

ノπ％♂α　3α面画πα　L．var．α認α翻oα　Kitam．　カセンソウ

㍑飢34鷹α如（Thmb．）Naka　i　var。α砺偏∫♂oγα（Maki　no）Nakaiシロバナニガナ

1・吻π6α6α（Thunb．）Nakai　fom㌔αηp面〆o♂施（Kitam．）Hiyalha　オオバナニガナ

1．　グαpo寵oα（Burm．）Nakai　オナジシバリ

1．　860♂o寵∫¢γα　A．Gray　イワニガナ

Lαo勧oα　語4加α　L．var　♂αo乞冠α地（0．　Kuntze）Hara　アキノノゲシ

Lαo‘％oα　乞π己乞oα　L．var。♂αo翻α6α（0．　Kuntze）Hara　fomユ．乞冠加乞8α（Makino）Hara

ホソバアキノノゲシ

L．γα面θαπαMaxim．　var．θ♂α6α（Hemsl．）Kitam．　ヤマニガナ

・　L¢訪π琵z‘α　απα屈γZα（L．）Naka　i　センボンヤリ

L砂磁αγ砒　露8πooθpんα♂α（Maxim．）Matsum．　et　Koidz．　メタカラコウ

毎αoγoo面π記砒彿　甜記oゐ鉱ηMakino　オヤリハグマ

胚．註詔o加ηMakino　var．肋γ泌απ加（Nakai）Honda　センダイハグマ

Pθγ‘yα　〆磁γ680鶴3　Sch．　Bip．　ナガパノコウヤボウキ

Pθ如3記63グαpo疵o伽（Sieb．　et　Zucc．）Maxim．　フキ

P7徽崩¢3αo副∫o伽（Maxim．）Mats㎜．フクオウソウ

P．α06γげ01Zα（M継im．）Matsum．　fo㎜．π抑o痂α（Fr．　et　Sav．）Mats㎜．　et

Koidz．　フクオウニガナ

5α％3鋤γ6α　偏ppo疵oαMiq．　var．3¢π面‘oα（Fr．）Kitam．　センダイトウヒレン

5飢¢o加　πθηoγ碗8甜　L．　キオン

5．π猛o脇3‘3Miq．　サワギク

5加gθ8加o碗αp面ε30¢π3（Makino）Maki　no　メナモミ
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So♂掘αgo　gガ伽6θα　Ait．　var．♂召‘opんy〃α　Fern．　オオアワダチソウ

　　　　　　　　　、
T．　加γgα一α群偲　L・var．α画αあoα　Nakai　アキノキリンソウ

50πo勧3　α3p召γ（L．）Hill　オニノゲシ

5y瑠記83む　pα1η碗α（Thunb．）Maxim．　ヤブレガサ

5y脇働3　p脇g侃8（Fr．　et　Sav．）Kitam．　オヤマボクチ

γoπg勧　伽π翻o磁磁α　（Houtt．）Kitam．　ヤクシソウ

r．ブαpoπ甜α（L．）DC．　オニタビラコ

Monocotylyedoneae　単子葉植物

Alismataceae　オモダカ科

5αg記雄7‘α　αg‘πα3屍　（Mak　ino）Makino　アギナシ

Potamoge　tonaceae　ヒルムシロ科

PO6αη20gθ60π　πα≠απ3　1」．　ヒルムシロ

・　　　　　　　　　　　　Liliaceae　ユリ科

0αγ（況ooγ乞π衡7π　ooγ〔肱6脚π　（Thuhb．）　Makino　　ウノミユリ

1）‘確）oγ％祝　3¢38記oDon　ホウチャクソウ

刀・　3痂♂αo伽蹴A．Gray　チゴユリ

Eγy昂γoπ協η　グ叩oπ乞o鉱那　Decne　カタクリ

176♂oπ‘op3‘3　0γ初π彪♂乞8（Thunb．）　C．　T　anaka　ショウジョウパカマ

∬086α　α♂ゐo一初γg伽α6α　（Hook．）Ohwi　コパギボウシ

∬．麗o寵απαF．Maekawa　オオバギボウシ

L乞♂‘御加　　α鎚γα6％η2　Lindl．　　ヤマニ1」リ

L‘γ加p6痂πoγ（Maxim．）Makino　ヒメヤブラン

L・P♂α妙pんy〃αWa㎎et　Ta㎎　ヤブラン

Op砺oアogoπ　ブαpoπ‘飢8（b．　fi1．）Ker．－Gaw1．　ジャノヒゲ

0．　p♂α疵30啄）ω3　Naka　i　オオバジャノヒゲ

Po♂ygoπα島加　∫α♂oα施ηA．　Gray　ナルコユリ

P．♂α3‘α撹加ηMax　im．　ミヤマナルコユリ

1）．規αoγα寵勧加（Maxim．）Koidz．　オオナルコユリ

P．040γαオ乱彿（Miller）Druee　var．　pんγ‘〆♂o胤那（Miq．）Ohwi　アマドコロ

5加♂㏄伽αゴαpo偏oαA．　G　ray　ユキザサ

5加畝切　oん伽αL．　サルトリイパラ

7短oy76甜　α∬臨富Makino　ヤマジノホトトギス

7拐♂勧π　（塑¢如♂oπMakino　エンレイソウ

　　　　　　　　　　　　　　9V．　‘30んoπo蕗翻　Maxim．　シロバナエンレイソウ　　　　　　　「

Dioscoreaceae　ヤマノイモ科

1）加300γ飢　ブαpo偏oα　Thunb．　ヤマノイモ

1）．　‘oなoγo　Maki　no　　オニ　ドコロ
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Iridaceae　アヤメ科

∫γ‘8　θπ3α彪　Thunb．　ノハナショウブ

1　　　　　　　　　　　　　　　　1・P88認αoo働3　L・　キショウブ

∫・　3απ9協π肥　Horn・　アヤメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

Juncaceae　イグサ科

ノ鉱πo秘8　θ∬葛3％3　L　var．　己60ごp‘6π3　Buchen　　イ

1．　んγα加2γ乞Fr．　et　Sav．　タチコウガイゼキショウ

1・Pα〃θγoθπ3　Fr・et　Sav・　アオコウガイゼキショウ

hz認α　pんπ03αE．　Meyer　var．　ηα0700αη）α　（Buchen．）Ohwi　ヌカボシソウ

Co㎜elinaceaeツユクサ科

Oo加規％伽α　oo加寵ω疵8　L．　ツユクサ

Erioeaulaceae　ホシクサ科

E悔ooα％♂oπ競q粥有απμη　Koern・　イヌノヒゲ

E．　8疏o腕απ臓Maxim．　シロイヌノヒゲ

Gram　ineae　イネ科

．4gγopyγ伽　o‘♂地γ¢（Trin．）Fr．　var．η臨ω8（Miq．）Ohwi　アオカモジグサ

オ．　加協雛配侃3¢　（Honda）Ohwi　var．ケαπ認8π3　（Hack．）Ohwi　カモジグサ

」gγ08あ3　αのαL．　コヌカグサ

14．　o♂卿磁αTrin．　ヤマヌカボ

オ篇滅加¢γ謳　oん伽o（Fr．　et　Sav．）Makino　アズマネザサ

・4γωη痂瑠〃α　痂γ6α　（Thunb．）C．　T　anaka　トダシバ

Bγαoんypo伽％η　3yのα瓦o葛規　（Huds．）P．　B　eauv．　ヤマカモジグサ

Bγoηoη齪　p佛廊〆♂o抱3（Thuhb。）Hack．　キツネガヤ

Cα♂αηαgγ03漉3　αγ脇ゐπαo¢α（L．）Roth　var．ゐγαoんy‘γ‘oんα　（Steu己）Hack　ノガリヤス

0．　¢p‘g寵03（L．）Roth　ヤマアワ

C’　ん協oπθπ3甜　Fr．　et　Sav．　ヒメノガリャス

刀α認yあ8　〆o伽γα施　L・　カモガヤ

1）‘αγγんθπα　．プαpoπ‘oα　Fr．　et　Sav．　　タツノヒゲ

刀砂舜α舜α加o面30θπ3Lihk　アキメヒシバ

刀加θγ紘　oγπ‘昂opo4α　Trin．　var。　6¢π¢γα（Trin．）Hack．　カリマタガヤ

Eγαgγ08あ3　0解協♂α　（Schrad．）Nees　シナダレスズメガヤ

E．∫¢γ物g翫θα（Thu］面．）Beauv．　カゼクサ

F28臨oα　αγω磁伽α02α　S　chreb．　ナニウシノケグサ

F．6面翻oγL．　ヒロハウシノケグサ

F．o〃臨αL．　　ウシノケグサ

F・　pαγ疵gん那α　Steud。　トボシガラ

丑o面翻　面πα勧3　L．　シラゲガヤ

13αo加¢〆o加3α（Thunb．）0．　Kuntze　チゴザサ
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五〇♂勧況　p召γ脇πθ　L．　ホソムギ

雌oγ03馳g伽ηノ｛η）o痂o窃η（Mid．）Koidz．　ササガヤ

五f．　面規‘π働加　（Trin．）A．　Camus　var．　po♂y36αoんyωη（Fr．　et　Sav．）Ohwiアシボソ

躍乞30απ魏秘3　3‘π6π8‘3　Anderss．　ススキ

胚娚砺脇加γ9ぬ　ブ⑦po疵oα　S　teud．　ネズミガヤ

0μゴ銅θπ囎　　御記磁αごヴo♂ε％8（Ard・）Roemer　et　Schult・var・ノ’αpoπ乞o雛（Steud．）

Koidz．　チヂミザサ

0γ莇oγ｛孕ん協加　ooγ2α肱η（Honda）Ohw　i　var．肋πg‘乞（Ohw　i）Ohwi　ヒロバノハネガヤ

pαπ‘o払加　あ鋤♂oα6％η　Thullb．　　ヌカキビ

Pα3pα命祝　銃ωπ加γg記　Kunth　スズメノヒエ

P¢π廊¢施規α♂op　60脚乞‘θ（L．）Spre㎎．　チカラシバ

Pんγα9彿舜88　007πη協π‘3　Trin・　　ヨシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Pんγαgη記θ3　ブ卯）o痂oα　Steud．　　ツルヨシ

Poα　αoγo♂働oαSteud．　ミゾイチゴツナギ

5α3αηoγpんα　加γ¢α♂‘8　（Hacke　l）Naka　i　スズタケ

5po霞opogoπ　画加γo％3　Trin．　ナオアブラススキ

5あPα　P¢腕π侃3‘8Hance　ハネガヤ

Z‘zαπ‘α　♂碗‘∫o虎α　Turcz・　マコモ

Araceae　サトイモ科

。4γ乞3¢¢膨　απg葛8云α加η　Fr．　et　Sav。　var．　p6πごπ鋤♂α6（Naka　i）Naka　i

コウライテンナンショウ

オ．　海oπopんy♂ん彿Naka　i　ヒトツパテンナンショウ

オ．38γγα如η（Thunb．）Scho　tt　ムラサキマムシグサ

．4．施肋面¢Maxim．　オオマムシグサ

Sparganiaceae　ミクリ科

5pαγgαπ謡窺　360♂oπ‘∫¢γ脳ηHamilt．　ミクリ

Cype　raceae　カヤツリグサ科

0αγ鶴α助磁α　Boott　　ミノボロスゲ

0．加ω侃3富Fr．　　マツバスゲ

0．　ゐγ¢〃εo泌疵8　R．　Br．　アオスゲ

0，　00π‘oα　Boott　ヒメカンスゲ

0．　o％γ囲oo〃Z3　Fr．　et　Sav．　ナルコスゲ

0．直3pα♂α地Boott　カサスゲ

0・　40面oんo謡αoんyα　Haya　ta　var．　g♂α加γγ‘配α（Ohw　i）T．　K　oyama　ミャマカンスゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7O．∫θ4毎　Nees　var．鋭yαゐ召乞（Fr．）T．　K　oyama　ピロウドスゲ

0．／0面認83諭α　Fr．　Schm．　オクノカンスゲ

0．g溺αWahlenb．マスクサ

0．gγα〃α加ア‘αMaxim．　ヒナスゲ
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0αγ薦ん％痂∠‘3Leyss．　var．παπα（Lev．　et　Van．）Ohwi　ホソバヒカゲスゲ

0．ブαpo疵oαThunb．　ヒゴクサ

0．腕06¢π廊3　Fr．　et　Sav．　テキリスゲ

0・　♂舜んOP痂♂α　Turcz・　アズマスゲ

0．ηo〃‘飢♂α　Boott　ヒメシラスゲ

0．　ηoγγoω記　Boott　カンスゲ

0．π6γ〃α6α　Fr．　et　Sav．　シバスゲ

0．　尻αγuθπ説3　Fr．　　ナタルスゲ

0．　γれπ舜　　Fr．　et　Sav．　　コカンスゲ

0．γ痂zopo面Maxim．　シラコスゲ

0．8αoん伽¢脇3Fr．　S　c㎞．　var・α伽而∫♂oγα（Fr．）Ohwiオオイトスゲ

0．　3ん伽認z脇画3　Fr．　アズマナルコ

0．86θπ08≠αoんy8　Fr．　et　Sav．　var．　o醜6α診α（Ohwi）Ohwi　et　T，　Koyama

ミチノクホンモンジスゲ

0．　3掘θγ03翻o地　Hance　タガネソウ

0．協αMaxim．　エゾハリスゲ

F励ゐ舜8’ン石3　3面ゐ‘3p乞oα加　Nees　et　Neyen．　ヤマイ
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図版の説明

Plate　I

A　背戸峨廊の風景，各地に変化に富んだ渓谷が見られる。

B　背戸峨廊の三連の滝，このような滝が大小あわせて10以上もある。

C　ブナ帯，林床にはスズタケが多い。

D　岩壁に生えるイワタバコ（0・πα配γ・π　γαη・記乞・乞4¢3Sieb・et　Zucc．）

E　内倉の池沼，タヌキモ（U　tγi　culαriα　rulgaris　L．　var・プapon乞oα　Tamura）やヒッ

ジグサ（万y叩ん駕α　f・∠γαg・肥　Georgi　var・απg囎如Casp・）が見られる。

Plate　皿

F　モミラン（S　aecodαbium　torαmαnum　Makino）の花（4月28日撮影）

G　ブナ帯に咲くナツツバキ（Stewαγtiα　pseudoeαmelliα　Maxim・）（8月5日撮影）

H　樹上に着生しているヨウラクラン（砺¢γo疵αゴ叩oπご¢α　（Maxim．）Makino）

1　この地域が北限にあたるアカヤシオ（Rんod・伽雇γ・πμπ仰んy〃％ηMakino　var．

π猛・2π36Kamatsu）（5月5日撮影）

J　カツラの樹上に着生するサジラン（Lo∬ogγαη耀　8αz乞γαπTagawa），この地域を北限

とするシダである。

K　湿った林床に見られるヤマウツボ（L　atんγaeα7’（aponioα　Miq・）（5月5日撮影）
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Plate　皿
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